
表1	 照明条件	 
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１.研究の背景と目的	 

	 人は室内の照明環境によって空間の感じ方が大き

く変わる。また他者とのコミュニケーション等にお

いても照明環境はその位置選択や印象にも影響を与

える。これらのことは多くの既往研究 1)2)で明らかに

されているがそのほとんどが部屋に固定された一つ

の照明で行われている。しかし、照明による光の分

布を自由に操作することができれば空間における人

と人との関わり方を意図するように演出できるので

はないかと考える。そこで、本研究では他者と共有

する空間において各個人が自在に照明の位置や照射

範囲を変更することができる照明環境下で、照明空

間の感じ方や他者との距離の取り方がどのように変

化するのかを明らかにすることを目的とする。 
２.実験計画	 	 

	 実験は 2011 年 10 月 24 日~28 日の期間に図１に

示す大学内の部屋で、実験 1~実験 3 の 3 種の実験

を行った。天井にはレールを設置することで照明を

移動可能にした。実験に使用した照明器具を表１に

示す。照明 2 では照明 1 と同様の照明にゴボを付け

ることによって照明の広がる範囲を絞り、スポット

ライトのような演出をした（図 2）。被験者は 20~23

歳の男女 16 人である。照明条件の転換中では前回の

実験での照明条件の履歴を消すためアイマスクの装

着を義務付けた。すべての実験において図 3 に示す

タイムスケジュールに沿って行い、また図 4 に示し

た評価尺度を用いた心理評価を行った。さらに各実

験条件において印象評価（16 形容詞対）を行った。	 

1)	 実験 1	 被験者一人に入室してもらい椅子（位置

固定）に座ってもらった。実験開始後、被験者にタ

スクとして読書をしてもらい、その後心理評価をし

てもらった。実験は表 2 に示す照明条件 2 パターン

を行った。実験での座席と照明の初期位置を図 5 の

Ⅰに示す。	 

2)	 実験2及び3	 実験者と被験者の二人で実験を行

った。実験者は位置固定の椅子に座り、被験者は移

動できる椅子に座ってもらった。照明は同じものを

一人一つ、計二つを各頭上に設置した。実験開始後

被験者は与えられたタスクを行うのに適切だと思わ

れる距離まで照明と一緒に移動してもらいながらタ

スクを実行してもらった。実験中、移動の回数は自

由とし照明は常に自分の頭上にあるようにした。実

験 2,3 は表 2 に示すタスクで、照明条件 2 パターン	 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 

	 

	 

両者の向き 2 パターンの計 4 パターンをそれぞれ行

った。実験での座席と照明の初期位置及び被験者の

移動の向きを図 5 のⅡ,Ⅲに示す。また実験 2,3 では

タスク終了後の実験者と被験者の距離を測定した。	 

	 

	 

図 1	 実験室概要	 （単位 mm）	 

表 2	 タスクと実験

条件	 

図 3	 実験タイムスケジュール	 

図5	 座席位置	 (単位	 mm)	 

	 

図 4	 評価尺度	 
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図 2	 実験風景	 
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３.結果と考察	 

1）実験 1	 「集中度」「居心地」「広さの感じ方」に	 

ついて、照明条件 1 と 2 の評価結果を有意水準 5％	 

で t 検定を行った結果を図 6 に示す。3 つの評価尺

度のうち広さの感じ方に有意差が認められ、照明 2

の場合の方が部屋を狭く感じるという結果を得た。

これは照明 2 の場合だと周囲の照度が極端に低く、

光のあたっている自分の周囲だけを空間として感じ

ているからだと考えられる。	 

2）実験 2 及び 3	 照明条件の違いによる両者の距離

を測定したところ、照明 1 のときに対して照明 2 の

ときの方が距離を短くとる人（グループ A）と長く

とる人（グループ B）に分かれた(図 7)。実験後の自

由記述欄で得たコメントを基に考察したところ、グ

ループ A では光の照射範囲をしぼることで光のあた

る自分の空間を実験 1 と同様狭く感じたため、照明

2 の方が相手との距離が短くなったと考えられる。

またグループ B では、スポットライトのような照明

2 において個々が強調され相手の存在を意識したた

め、反対に照明 2 の方が相手との距離が長くなった

と考えられる。また実験 2,3 それぞれ対面での「集

中」「居心地」「広さの感じ方」をグループ A,B で分

けた結果を図 8,9 に示す。実験 2 ではグループ A,B

共に評価結果の傾向が実験 1 の評価結果とあまり変

わりが無く、これは読書で目線が本に集中したため

部屋に 2 人で居ても影響が少なかったからだと考え

られる。実験 3 ではグループ A と B に照明 2 におけ

る広さの感じ方で違いが見られ、実験 3 においてグ

ループ A と B を分けた要因であると考えられる。 
3）印象評価	 実験 2,3 の対面での印象評価を照明条

件及びグループ A、B で比較した平均 SD プロフィー

ルを図 10 に示す。実験 2 では照明 2 は照明 1 に比べ	 

「閉鎖的」であり、グループ A と B を比べるとグル

ープ 1 の方が閉鎖的であることがわかる。また実験	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

3 においてもグループ A では照明 2 は照明 1 に比べ

「閉鎖的」であるが、グループ B では逆になってい

る。これらより「開放感―閉鎖感」と「広さの感じ

方」に関連性があることがわかった。 
４.まとめ	 

	 部屋に一人で居るときは広さの感じ方は照射範囲

の狭い照明の方が狭く感じられる傾向が見られた。

また、部屋に二人で居るときは両者の距離の取り方

を照明によって変化させられることがわかった。し

かし、照射範囲の大小で距離の取り方が二つのグル

ープに分かれ一概には言えないことがわかった。今

回の実験では使用した照明が 1 種類であったが、照

度や色温度の違いによる心理作用の変化も考えられ

る。照射範囲の変化を照度や色温度の変化と兼ね合

わせ、不均一な照明下で複数の人に対してどのよう

な影響を与えるかさらに深めていくことが今後の課

題である。	 

図 6	 実験 1	 心理評価の結果	 

図 7	 照明条件の違いによる距離結果	 

図 8	 実験 2	 心理評価の結果	 

図 9	 実験 3	 心理評価の結果	 

図 10	 実験 2,3 における平均 SD プロフィール	 

における	 

参考文献	  
1）小林茂雄	 吉崎圭介「不均一照明下での会話者の位置選択に関する研究」日本建築
学会計画系論文集 No.562.83-88.2002.12 
2)塩谷渉ら「異なる室内環境条件の知覚と選好行動に関する研究」空気調和・衛生工
学会中部支部学術研究発表会論文集 第 6号 2005.3 

 
 

Fukaya
一方グループBでは～
↑
対比を強調させる

Fukaya
グループA

Fukaya
グループA，Bに修正

Fukaya

Fukaya

Fukaya
フォントサイズが同じように見える
図のタイトルを少しだけ大きく、ただし文中の文字よりは小さく

Fukaya

Fukaya

Fukaya
心理評価の結果をグループA,Bで分けたものを～

Fukaya
これより、各グループにおける～

Fukaya
2) 塩谷
↑番号と文字の間のスペース挿入

たぶん今は1)の括弧と全角か半角かで違っている


